
  

 

 

 

今年度もあと少し、3年生のみなさんは卒業間近です。 

残り少ない中学校生活、最後まで元気よくお過ごしください。 

 

◇ひなまつり 

 3 月 3日はひなまつり、別名「桃の節句」「上巳の節句」ともいいます。 

古代中国では桃に魔よけの力があるとされていたことと、また旧暦3月は現在

の4月頃にあたるため、桃の花が咲く時期になります。 

心や体の悪いものを紙で作った人形に移し、川や海に流して厄を払う流しびな

という風習がもとで、これが貴族の人形遊びと結びつき、ひな人形を飾るように

なったとされています。またこの日に海や野山に出かける日でもありました。 

ひなまつりに食べる行事食はこのようなものがあります。 

 

◇春のお彼岸 

昼と夜の時間の長さが同じとされる「春分の日」（今年は3月21日）を中日

とした前後3日間（計7日間）が春のお彼岸です。 

秋のお彼岸では「おはぎ」とよばれていたものが、春のお彼岸では「ぼたも

ち」とよばれることがあります。これは秋の萩、春は牡丹と季節の花から名付け

たためとされています。また秋に収穫した小豆の皮が春にはかたくなるためこし

あんにすることから「ぼたもち」はこしあんで包んだものという説もあります。 
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☆3月の給食より 

・へたのまわりがでっぱっているデコポン、正式名は「不知火（しらぬい）」と

いいます。デコポンは熊本県でとれた不知火のことです。 

1日はデコポンの日ということで給食に登場します。 
 

・2日は花野菜サラダです。つぼみの部分を食べるカリフラワーとブロッコリー

を使います。どちらもキャベツの仲間で、カリフラワーはキャベツを改良したも

の、ブロッコリーは野生のキャベツの変種だそうです。 
 

・3日は「ひなまつり」、別名「桃の節句」です。 

行事食としてちらしずしと桃ゼリーをだします。 
 

・9日は「銀さわらの西京焼き」です。魚をみそに漬けることでうまみや風味が

増します。西京みそは麹を多く使って作るため程よい甘みがあるみそです。 
 

・ぶりは成長するごとに（関東では）ワカシ→イナダ→ワラサ→ブリと呼び名が

変わるため出世魚ともいわれます。 

出世の縁起を担いで、14日には「ぶりの照り焼き」をだします。 
 

・3年生のみなさんは18日が卒業式です。小学校、中学校の給食の思い出は

色々あると思います。17日は最後の給食なので卒業をお祝いして赤飯と、人気

の高いから揚げをだします。また乳製品（牛）といちご（いち）を使った「うし

いちゼリー」もだします。 

１、2年生のみなさんは24日が今年度最後の給食です。 
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